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:睦理解雇の4要14Jを充たきなければ不当解履です。

1                 (最 高裁判決)

Jどうしても菫理解屋をしな〔すればな魏 L竜どの経営状態:こ嫡 か。

2解雇を回進するた叙 _あらゆる努力が尽くされたか。

0駆足の人選基準が害観的・合理的であり、その適鶴 含理的か。
4労働者及ぴ労働組鑓 事前:こ協臓を尽くすなど、解燿に至る手続き

に含理性・相当性があるか
`           _

冒葉9章

第1章  「辞めません』
首切り勧墾に総 ぷ―切の言動に闘してまF辞めませんJと fょね
つけましょう。

第2章  やっばり『辞めません」
辞められなしヽ理軽 言うと逆l_つけ込まれます。何度言われても
「諄めませんJが最適です。

第3章  退職強要に『まきっfぎり抗雄を
馨 めません」と言ってしヽるのに二度三度と呼び出されたら「退職
強要ですJと続腋しましょう。

第4章  人権優害には厳重抗議を
雇室i_闘じ込められたり、仕事を取り上げられたりすること,ま人権
優書ですから、厳菫:こ抗機し、その事実と櫓手o奮勁を必ずメモし
ておきましょう。

第5軍  麹費・配転難 言われ鵡 健康、家庭の事情橋 堂 ど々
遼べ植番を。

第6章  会社より自分が大変
会社力く大変だ、協ヵしてくれと言うのなら「私の生活が大変鷲 。
会議再建のためにも私に頑張らせて下さしヽJと言いましょう。

第7華  蒙態は首切りに反対です。
短気は機気,頭にきたら負けです。家族や子供めことを融 .・ 浮か
べて踏みとどまりましょう。家族:ま首切りに反対しています。

第3董  「と|こか《辞めませんJと言い,最後は黙ってでも頑郵 まし
ょう。

第0華  金労連・全国―投瑯 銀関連労働経合,=種談しましょう。
一人で悩まずに、伸獨と‐―緒にすぐ労働縫台l_積談を。


